
こ
の
た
び
は
五
日
間
（
通
い
）
の
授
戒
会
で
す
。
島
田
市
内
で
は
こ
の
よ
う
な
良
縁
は
、
ま
た
と
無
い
事
と
思

わ
れ
ま
す
。
ご
縁
の
有
る
方
を
お
誘
い
合
わ
せ
に
な
り
、
是
非
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
後
日
正
式
な
申
し
込
み
案
内
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

梅
花
流
詠
讃
歌
の
奉
詠
に
よ
る
感
激
や
御
本
山
や
可
睡
齋
で
も
食
事
を
担
当
す
る
有
名
な
典
座
和
尚
様
（
料
理

担
当
和
尚
）
の
精
進
料
理
も
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
上
な
い
法
悦
に
涙
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
元
禅
師
様
は
、
「
衆
生
仏
戒
を
受
く
れ
ば
、
即
ち

正
し
い
み
仏
の
教
え
を
耳
で
聞
き
、
心
で
信
じ
、
体

様
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
有
難
い
御
法
会
で
あ
り
ま
す

「
衆
生
仏
戒
を
受
く
れ
ば
、
即
ち

当
林
入
寺
で
は
、
志
太
地
区
曹
洞
宗
青
年
僧
の
団
体
「
志
太
仏
教
同
志
会
」
の
お
力
を
借
り
て
お
釈
迦
様
の
、

み
教
え
を
信
じ
、
正
し
い
信
仰
に
よ
っ
て
明
る
く
楽
し
い
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
戒
師
様
に
は
、
前
大

本
山
永
平
寺
後
堂
現
顧
問
で
も
あ
り
ま
す
焼
津
市
林
嬰
院
御
住
職
鈴
木
包
一
老
師
に
お
願
い
し
、
大
授
戒
会
を
左

記
日
程
に
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

林
入
寺
開
創
来
初
め
て
修
業
さ
れ
る

場
所
島
田
市
祇
園
町
林
入
寺
電
話
（
○
五
四
七
）
三
五
－
○
一
○
八

期
日
平
成
二
十
九
年
十
一
月
九
日
（
金
）
～
十
三
日
（
月
）

回

お
授
戒
の
お
さ
そ
い

諸
仏
の
位
に
入
る
。
」
と
お
示
し
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

《
を
耳
で
聞
き
、
心
で
信
じ
、
体
で
行
じ
て
身
も
心
も
清
ら
か
に
な
り
、
生
き
な
が
ら
の
仏

○

0



じ
ゅ
か
い
え

●
授
戒
会
と
は

授
戒
会
と
は
正
し
い
み
仏
の
教
え
を
耳
で
聞
き

心
で
信
じ
、
身
体
で
行
じ
て
身
も
心
も
清
ら
か
に

な
り
、
生
き
な
が
ら
の
仏
様
に
さ
せ
て
い
た
だ
く

有
り
難
い
「
お
勤
め
」
で
す
。

●
仏
様
は
あ
の
世
で
は
な
い

「
仏
の
仲
間
入
り
」
と
い
う
と
、
普
通
死
ん
で

か
ら
の
あ
の
世
の
こ
と
だ
と
、
考
え
て
い
る
人
が

あ
り
ま
す
が
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

正
し
い
す
ぐ
れ
た
心
（
仏
心
）
で
、
人
間
ら
し
い

生
き
方
を
す
る
人
が
ホ
ト
ケ
な
の
で
す
。

仏
の
教
え
は
、
そ
の
為
に
こ
そ
有
る
の
で
す
。

か
い

●
戒
と
は

戒
は
「
い
ま
し
め
（
お
き
て
）
」
と
い
う
意
味
で

す
。
国
に
法
律
が
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
に
は
仏
の

で
し
弟
子
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
い
ま
し

め
」
が
あ
る
の
で
す
。

お
授
戒
会
っ
て
な
に
？

じ
ゆ
か
い
えホ

ト
ケ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

け
ち
み
や
く

●
血
脈
と
は

り
つ

お
釈
迦
様
か
ら
の
教
え
を
代
々
受
け
継
い
だ
和

尚
様
の
名
前
（
系
図
）
を
記
し
、
最
後
に
あ
な
た

か
い
み
よ
う

の
戒
名
を
書
き
入
れ
、
一
本
の
赤
い
線
で
結
び
、

し
ゃ
か
さ
震

更
に
お
釈
迦
様
へ
と
帰
り
ま
す
。

け
ち
み
や
く

つ
ま
り
血
脈
と
は
そ
れ
を
戴
く
こ
と
に
よ
り
、

し
や
か
さ
室

は
っ
き
り
と
お
釈
迦
様
の
弟
子
に
な
る
「
証
明
書
」

な
の
で
す
。

ガ
い
み
よ
う

●
戒
名
と
は

で
し

戒
を
受
け
る
と
、
仏
様
の
弟
子
と
し
て
の
名
前

か
い
み
宝
う

を
戴
き
ま
す
。
こ
れ
を
戒
名
と
言
い
ま
す
。

か
い
み
よ
う

本
来
戒
名
は
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
戴
く
も
の
で

は
な
く
、
生
き
て
い
る
あ
い
だ
に
戒
を
受
け
て
、

で
し

仏
の
弟
子
と
な
っ
た
こ
と
を
表
す
も
の
な
の
で
す
。

●
戒
弟
と
は

じ
字
か
い
え

か
い
て
い

お
授
戒
会
に
付
く
方
々
を
「
戒
弟
」
と
呼
び
ま

し
し
ゆ

す
。
「
四
衆
」
と
い
っ
て
男
僧
、
女
僧
、
在
家
の

男
女
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

か
い
て
い

じ
ゆ
か
い
え

通
い
・
腰
掛
の
お
授
戒
会

か
よ

原
則
と
し
て
五
日
間
「
通
い
」
で
す
。
朝
七
時

ま
で
に
集
合
、
帰
り
は
夕
方
五
時
頃
（
三
日
目
、

四
日
目
は
夜
八
時
半
頃
）
と
な
り
ま
す
。

食
事
は
昼
、
（
三
日
目
、
四
日
目
は
夕
食
有
り
）

林
入
寺
で
食
べ
ま
す
。
ま
た
林
入
寺
で
は
腰
掛
け

で
す
。
ひ
ざ
や
足
が
痛
く
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が

け
ま
す
。

ど
う
か
二
度
と
な
い
、
．
こ
の
機
会
を
逃
す
事
な

く
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
て
の
方
が
ほ
と
ん
ど
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
老
若
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
。

ご
不
明
な
点
は
林
入
寺
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

電
話
（
○
五
四
七
）
三
五
Ｌ
○
一
○
八

~



林入寺大授戒会
平成29年11月9日啓建
平成29年11月13日完戒
主催静岡県第一宗務所
主幹 志太仏教同志会
会場 林入寺

日 第1日 第2日 第3日 第4日 第5日

時 11月9日 （木） 11月10日 （金） 11月11日 （土） 11月12日

(日）
11月13日 （月）

5

振鈴暁天（座禅）

会員到着

振鈴暁天（座禅）

会員到着

振鈴暁天（座
旦塑2，

会員到着

振鈴暁天（座禅）

会員到着

6

ｊ
ｊ
ｊ

教
補
補

く
く
Ｉ経

佛
経
楓

歎
調
師

課
粥
源

朝
献
戒

朝課歎佛 （教）

献粥調経 （補）

戒源師誕経（補）

ｊ
ｊ
ｊ

教
補
補

ｌ
く
く経

佛
経
調

歎
調
師

課
粥
源

朝
献
戒

ｊ
ｊ
ｊ

教
補
補

ｌ
ｌ
く経

佛
経
誕

歎
調
師

課
粥
源

朝
献
戒

7

会員到着 戒弟到著

朝参の拝 （三）

記念撮影

戒弟到藩

朝参の拝 （三）

説教 （説）

戒弟到着

朝参の拝 （三）

説教 （説）

戒弟到着

ｊ
ｊ

一
一
一
一
一
一

ｌ
く

拝の
拝

参朝
謝

8 戒弟受付（直壇）
説教

順列巡道

説教

順列巡道

説教

順列巡道

説教

9

迎聖額経 （教）

戒師様ご到着

三師相見の拝

啓建歎佛 （引）

説戒 （説戒） 説戒 （説戒） 説戒 （説戒）

満散大施食会（三）

送聖調経 （教）

乞暇の拝

10 ｊ
ｊ
輪
に

経
経
甑
調
鮴
雌

１
１
輔
恒

経
経
額
楓
供
養
献
供

献供調経 （補） 小憩

完戒上堂

大開静

11 午時飯台 （補） 午時飯台 （補）

先住忌(戒）

供養調経 （三）

献供認経 （補）

供養誕経 （三）

三師請拝式

12

順列巡道 順列巡道 午時飯台 （補） 台

解散

13

14

15

16

17

18

19

20

21

説戒 （説戒）

休息

説教 （説）

壇上礼 （三）

佛祖礼 （三）

7Ⅸ牢云具乃而三匡

開枕

説戒 （説戒）

休息

説教 （説）

壇上礼 （三）

佛祖礼 （三）

戒弟会員帰宅

開枕

順列巡道

説戒 （説戒）

小休息

直垣口宣

小休息

供養調経 （三）

薬石飯台 （補）

餓悔道場

直壇口宣

夜座

戒弟会員帰宅

開枕

順列巡道

説戒 （説戒）

亡戒調経

直埋口宣

供養調経 （三）

薬石飯台 （補）

教授道場

正授道場

直垣口宣

夜座

戒弟会員帰宅

開枕

備考
住所島田市祇園町8512－1 砲0547-35-0108

金額2万円 食事6回 駐車場あります


